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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サンプルと試薬を混合し反応させるための反応セルと、
　試薬を前記反応セルに分注する第１の試薬分注機構と、
　前記第１の試薬分注機構の軌道上に配置された第１の試薬容器と、
　サンプルと試薬を混合し反応させるための反応容器と、
　試薬を前記反応セルから吸引し、前記反応容器に分注する第２の試薬分注機構と、
　第１の分注ポジションの前記反応容器および第２の分注ポジションに位置づけられた前
記反応セルにサンプルおよび試薬を分注するサンプル分注機構と、
　前記サンプル分注機構の軌道上に配置された第２の試薬容器と、
　前記サンプル分注機構を制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　分析項目のインキュベーションの有無の情報に基づいて、
　インキュベーションが不要な分析項目の場合、サンプルおよび試薬を前記第１の分注ポ
ジションの反応容器に分注するように前記サンプル分注機構を制御し、
　インキュベーションが必要な分析項目の場合、サンプルを前記第２の分注ポジションに
位置づけられた反応セルに分注するように前記サンプル分注機構を制御することを特徴と
する自動分析装置。
【請求項２】
請求項１に記載の自動分析装置において、
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前記反応セルは、円周上に配置された反応ディスクに配置され、
前記第１の分注ポジションは、前記サンプル分注機構の軌道上に配置され、
前記第２の分注ポジションと第３の分注ポジションは、前記反応ディスクの軌道上に配置
され、
前記第３の分注ポジションにおいて、前記サンプルと試薬が分注された反応セルの混合液
を前記サンプル分注機構が吸引することを特徴とする自動分析装置。
【請求項３】
請求項２に記載の自動分析装置において、
前記第２の分注ポジションおよび前記第３の分注ポジションはそれぞれ、前記サンプル分
注機構の軌道と反応ディスクの軌道の交点に配置されることを特徴とする自動分析装置。
【請求項４】
請求項２に記載の自動分析装置において、
インキュベーションが不要な分析項目の場合、前記試薬液は希釈液であって、
前記希釈液は前記サンプル分注機構の軌道上に配置された第２の試薬容器から前記第１の
分注ポジションの反応容器に分注されることを特徴とする自動分析装置。
【請求項５】
請求項１および２に記載の自動分析装置において、
サンプルおよび試薬を反応容器に分注する際に、前記サンプル分注機構がサンプルと試薬
を各々個別に分注することを特徴とする自動分析装置。
【請求項６】
請求項１および２に記載の自動分析装置において、
サンプルおよび試薬を反応容器に分注する際に、前記サンプル分注機構がサンプルと試薬
を連続で既定量吸引し、同時に前記反応容器に吐出することを特徴とする自動分析装置。
【請求項７】
請求項５および６に記載の自動分析装置において、
前記サンプル分注機構が試薬を吸引した後、サンプルを吸引することを特徴とする自動分
析装置。
【請求項８】
請求項７に記載の自動分析装置において、
前記吸引した試薬とサンプルの間に空気層を設けるように吸引することを特徴とする自動
分析装置。
【請求項９】
請求項８に記載の自動分析装置において、
前記試薬および前記空気層の吸引後に、前記サンプル分注機構のプローブの先端の外壁部
を洗浄することを特徴とする自動分析装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、血液等の生体サンプルに含まれる成分を自動的に分析する自動分析装置に関
する技術である。
【背景技術】
【０００２】
　サンプルに含まれる成分量を分析する分析装置として、光源からの光を、サンプルと試
薬とが混合した反応液に照射して得られる単一又は複数の波長の透過光量または散乱光量
を測定して、光量と濃度の関係から成分量を算出する自動分析装置が知られている。
【０００３】
　自動分析装置には、生化学検査や血液学検査の分野等で生体サンプル中の目的成分の定
量、定性分析を行う生化学分析用の装置や、サンプルである血液の凝固能を測定する血液
凝固分析用の装置等がある。
【０００４】
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　特許文献１に記載された生化学分析部と血液凝固分析部を集約した自動分析装置におい
て、サンプル分注プローブは、血液凝固時間測定部で測定される分析項目に応じて、反応
セル（生化学分析用）または反応容器（血液凝固分析用）にサンプルを分注する技術が知
られている。これによると分析項目が１試薬系の項目の場合に反応容器（血液凝固分析用
）に分注し、反応セル（生化学分析用）にサンプルを分注することなく、反応ディスクを
回転させることで空きの反応セルを生じさせ、当該空きの反応セルに第１の試薬分注機構
を用いて血液凝固時間測定用の試薬を吐出する。分析項目が２試薬系の項目の場合に反応
セル（生化学分析用）に分注し、第１の試薬分注機構は第１試薬または希釈液を当該反応
セルに分注し、当該反応セルでこれらの混合液を既定時間保持した後、試薬昇温機能付き
第２試薬分注機構は当該混合液を反応容器に分注する。また、反応容器に分注された混合
液に吐出する血液凝固反応開始のための試薬（第２試薬）を収容する第２の反応セル（生
化学分析用）を、混合液を収容する反応セルとは別に設け、サンプル分注制御部は、当該
第２の反応セルにサンプルを分注することなく、反応ディスクを回転させることで、当該
第２の反応セルを空きの反応セルとなるよう、サンプル分注機構を制御し、血液凝固開始
のための試薬（第２試薬）は、当該空きの反応セルである第２の反応セルに吐出される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＷＯ２０１３／１８７２１０公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述の通り、サンプルの希釈を行う２試薬系の血液凝固分析項目においてサンプルと第
１試薬（希釈液など）を反応セル（生化学分析用）で混合し、第２試薬は第２の反応セル
（生化学分析用）に吐出されるため、２つの反応セル（生化学分析用）が必要となり、生
化学分析の処理能力の低下を招く課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するための一態様として、サンプルと試薬を混合し反応させるための反
応セルと、試薬を前記反応セルに分注する第１の試薬分注機構と、前記第１の試薬分注機
構の軌道上に配置された第１の試薬容器と、サンプルと試薬を混合し反応させるための反
応容器と、試薬を前記反応セルから吸引し、前記反応容器に分注する第２の試薬分注機構
と、第１の分注ポジションの前記反応容器および第２の分注ポジションに位置づけられた
前記反応セルにサンプルおよび試薬を分注するサンプル分注機構と、前記サンプル分注機
構の軌道上に配置された第２の試薬容器と、前記分注機構を制御する制御部を備え、前記
制御部は、分析項目のインキュベーションの有無の情報に基づいて、インキュベーション
が不要な分析項目の場合、サンプルおよび試薬を前記反応容器に分注するように前記サン
プル分注機構を制御し、インキュベーションが必要な分析項目の場合、サンプルを前記第
２の分注ポジションに位置づけられた反応セルに分注するように前記サンプル分注機構を
制御することを特徴とする自動分析装置を提供する。
【発明の効果】
【０００８】
　上述した態様によれば、インキュベーションが不要な２試薬系（インキュベーション無
し）の分析項目は、サンプルと第１試薬（希釈液など）の混合に反応セル（生化学分析用
）２６を使用しないため、生化学分析の処理能力の低下を防ぐことができる。また、従来
の希釈液を吐出するタイミングで、第１試薬を吐出することができるため、待機時間を短
縮することができ、血液凝固時間分析の処理能力の向上に寄与する。
【０００９】
　また、一方で、インキュベーションが必要な２試薬系の分析項目は、反応セル（生化学
分析用）２６を使用することで、血液凝固時間検出部２１の反応ポート３０１でインキュ
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ベーション時間を設ける必要が無く、反応ポート３０１を有効に活用することができるた
め、血液凝固時間分析の処理能力の向上に寄与する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例１に係る自動分析装置の基本構成を示す図。
【図２】実施例１に係る分析項目の測定シーケンス決定プロセスを説明するフローチャー
ト。
【図３】実施例１に係る１試薬系の測定シーケンスを説明するフローチャート。
【図４】実施例１に係る２試薬系（インキュベーション無し）の測定シーケンスを説明す
るフローチャート。
【図５】実施例１に係る２試薬系（インキュベーション有り）の測定シーケンスを説明す
るフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本明細書では、分析に第１試薬のみ使用する項目を１試薬系、第１試薬および第２試薬
を使用する項目を２試薬系として記載した。
【実施例１】
【００１２】
＜装置の基本構成について＞
　図１は、本実施の形態に係る自動分析装置の基本構成を示す図である。ここでは、自動
分析装置の一態様として、ターンテーブル方式の生化学分析部と血液凝固時間分析ユニッ
トとを備えた複合型の自動分析装置の例について説明する。
【００１３】
　本図に示すように、自動分析装置１は、その筐体上に反応ディスク１３、サンプルディ
スク１１、第１試薬ディスク１５、第２試薬ディスク１６、血液凝固時間分析ユニット２
、光度計１９が配置されている。
【００１４】
　反応ディスク１３は、時計回り、反時計回りに回転自在なディスク状のユニットであっ
て、反応セル（生化学分析用）２６をその円周上に複数個配置することができる。
【００１５】
　サンプルディスク１１は、時計回り、反時計回りに回転自在なディスク状のユニットで
あって、標準サンプルや被検サンプル等のサンプルを収容するサンプル容器２７をその円
周上に複数個配置することができる。
【００１６】
　第１試薬ディスク１５、第２試薬ディスク１６は、時計回り、反時計回りに回転自在な
ディスク状のユニットであって、サンプルに含まれる各検査項目の成分と反応する成分を
含有する試薬を収容する試薬容器３０をその円周上に複数個配置できる。また、本図には
示していないが、第１試薬ディスク１５、第２試薬ディスク１６では、保冷機構等を備え
ることにより、配置された試薬容器３０内の試薬を保冷可能に構成することもできる。第
１試薬ディスク１５上に２試薬系で使用される第１試薬および第２試薬両方を配置する構
成、第２試薬ディスク１６上に第１試薬および第２試薬両方を配置する構成、第１試薬デ
ィスク１５および第２試薬ディスク１６の各々に第１試薬または第２試薬１６を配置する
構成などが考えられ、試薬を第１試薬ディスク１５に配置するか、第２試薬ディスク１６
に配置するかは操作者が自由に設定できる構成でもよい。
【００１７】
　サンプルディスク１１と反応ディスク１３の間にはサンプル分注プローブ１２が配置さ
れており、サンプル分注プローブ１２の回転動作によってサンプルディスク１１上のサン
プル容器２７、反応ディスク１３上の反応容器２６、および血液凝固時間分析ユニット２
の第１の分注ポジション１８における反応容器（血液凝固分析用）２８、試薬容器（血液
凝固分析用）２９においてサンプルおよび試薬の吸引および分注動作が可能なように配置
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されている。ここで、試薬容器（血液凝固分析用）２９の設置場所に保冷機構等を備える
ことにより、配置された試薬容器（血液凝固分析用）２９内の試薬を保冷可能に構成する
こともできる。また、サンプル分注プローブ１２の軌道上１２ａに図示しないサンプル分
注プローブ用洗浄槽が配置されており、プローブの洗浄を行うことができる。なお、図１
の図面上にはサンプル分注プローブ１２の軌道１２ａとして破線が記載されているが、こ
の破線はサンプル分注プローブ１２の軌道１２ａの一部であり、当該破線だけでなく回転
軌道を描くことができる。
【００１８】
　同様に、第１試薬ディスク１６と反応ディスク１３の間には第１試薬分注プローブ１７
が、第２試薬ディスク１５と反応ディスク１３の間には第２試薬分注プローブ１４が配置
されており、それぞれ回転動作により反応ディスク１３上の反応容器２６と第１試薬ディ
スク１５、第２試薬ディスク１６上の試薬容器内の吸引、吐出といった分注動作が可能な
ように配置されている。
【００１９】
　血液凝固時間分析ユニット２は、主として、血液凝固時間検出部２１、血液凝固試薬分
注プローブ２０、反応容器供給部２５、第１の分注ポジション１８、反応容器移送機構２
３、反応容器廃棄口２４、光学治具マガジン２２、血液凝固試薬分注機構用洗浄槽４０か
ら構成される。ここで、血液凝固時間検出部２１は、反応容器（血液凝固分析用）２８を
保持可能な図示しない反応容器保持部と、保持された反応容器（血液凝固分析用）２８に
光を照射する光源と、照射された光を検出する光源からなる反応ポート３０１を複数備え
る。ここで反応容器（血液凝固分析用）２８として、ディスポーザブル反応容器が用いら
れ、検体間でのコンタミが防止される。また、検体に対する分析項目として、血液凝固時
間測定が含まれる場合では、反応容器内にフィブリンによる血餅の固化が生じるため、反
応容器（血液凝固分析用）２８をディスポーザブル反応容器とすることが望ましい。
【００２０】
　次に、自動分析装置１に係る制御系、及び信号処理系について簡単に説明する。コンピ
ュータ１０５はインターフェース１０１を介して、サンプル分注制御部２０１、試薬分注
制御部（１）２０６、試薬分注制御部（２）２０７、血液凝固試薬分注制御部２０４、Ａ
/Ｄ変換器（１）２０５、Ａ/Ｄ変換器（２）２０３、移送機構制御部２０２に接続されて
おり、各制御部に対して指令となる信号を送信する。
【００２１】
　サンプル分注制御部２０１は、コンピュータ１０５から受けた指令に基づいて、サンプ
ル分注プローブ１２によるサンプルの分注動作を制御する。
【００２２】
　また、試薬分注制御部（１）２０６および試薬分注制御部（２）２０７は、コンピュー
タ１０５から受けた指令に基づいて、第１試薬分注プローブ１７、第２試薬分注プローブ
１４による、試薬の分注動作を制御する。
【００２３】
　また、移送機構制御部２０２は、コンピュータ１０５から受けた指令に基づいて、反応
容器移送機構２３による、反応容器供給部２５、第１の分注ポジション１８、血液凝固時
間検出部２１の反応ポート３０１、反応容器廃棄口２４の間における反応容器（血液凝固
分析用）２８の移送動作を制御する。
【００２４】
　また、血液凝固試薬分注制御部２０４は、コンピュータ１０５から受けた指令に基づい
て、反応ポート３０１に移載された、サンプル分注プローブ１２によって分注されたサン
プルを収容する反応容器（血液凝固分析用）２８に対して、血液凝固試薬分注プローブ２
０によって血液凝固用の試薬の分注を行う。あるいは、反応セル（生化学分析用）２６内
で混合されたサンプルと血液凝固分析用の第１試薬との混合液である前処理液を、血液凝
固試薬分注プローブ２０によって空の反応容器（血液凝固分析用）２８に対して分注する
。この場合、その後前処理液を収容する反応容器（血液凝固分析用）２８に対して、血液
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凝固分析用の第２試薬の分注を行う。
【００２５】
　なお、本実施例においては、コンピュータ１０５からの指令に基づいて複数の制御部が
各々複数の機構を制御しているが、コンピュータ１０５が複数の機構を直接制御するよう
な構成でもよい。
【００２６】
　Ａ／Ｄ変換器（１）２０５によってデジタル信号に変換された反応セル（生化学分析用
）２６内の反応液の透過光または散乱光の測光値、およびＡ/Ｄ変換器（２）２０３によ
ってデジタル信号に変換された反応容器（血液凝固分析用）２８内の反応液の透過光また
は散乱光の測光値は、コンピュータ１０５に取り込まれる。
【００２７】
　インターフェース１０１には、測定結果をレポート等として出力する際に印字するため
のプリンタ１０６、記憶装置であるメモリ１０４や外部出力メディア１０２、操作指令等
を入力するためのキーボードなどの入力装置１０７、画面表示するための表示装置１０３
が接続されている。表示装置１０３には、例えば液晶ディスプレイやＣＲＴディスプレイ
等がある。
【００２８】
　この自動分析装置１による生化学項目の分析は、次の手順で行われる。まず、操作者は
キーボード等の入力装置１０７を用いて各サンプルに対し検査項目を依頼する。依頼され
た検査項目についてサンプルを分析するために、サンプル分注プローブ１２は分析パラメ
ータに従ってサンプル容器２７から第２の分注ポジションに位置づけられた反応セル（生
化学分析用）２６へ所定量のサンプルを分注する。
【００２９】
　サンプルが分注された反応セル（生化学分析用）２６は、反応ディスク１３の回転によ
って移送され、試薬分注ポジションに停止する。第１試薬分注プローブ１７、第２試薬分
注プローブ１４のピペットノズルは、該当する検査項目の分析パラメータにしたがって、
反応セル（生化学分析用）２６に所定量の試薬液を分注する。サンプルと試薬の分注順序
は、この例とは逆に、サンプルより試薬が先であってもよい。
【００３０】
　その後、図示しない攪拌機構により、サンプルと試薬との攪拌が行われ、混合される。
この反応セル（生化学分析用）２６が、測光位置を横切る時、光度計により反応液の透過
光または散乱光が測光される。測光された透過光または散乱光は、Ａ／Ｄ変換器（１）２
０５により光量に比例した数値のデータに変換され、インターフェース１０１を経由して
、コンピュータ１０５に取り込まれる。
【００３１】
　この変換された数値を用い、検査項目毎に指定された分析法により予め測定しておいた
検量線に基づき、濃度データが算出される。各検査項目の分析結果としての成分濃度デー
タは、プリンタ１０６や表示装置１０３の画面に出力される。
【００３２】
　なお、サンプルと試薬が混合された反応セル（生化学分析用）２６が、反応ディスク１
３の回転によって移送され、第３の分注ポジションに位置づけられたタイミングで、サン
プル分注プローブ１２が混合液を吸引し、第２の分注ポジションに位置づけられた別の反
応セル（生化学分析用）２６に分注することもできる。
【００３３】
　ここで、第２の分注ポジションおよび第３の分注ポジションはそれぞれ、サンプル分注
プローブの軌道１２ａと反応ディスク１３の円周上に配置された反応セル（生化学分析用
）２６の回転軌道の交点にそれぞれ配置される。
【００３４】
　以上の測定動作が実行される前に、操作者は、分析に必要な種々のパラメータの設定や
試薬およびサンプルの登録を、表示装置１０３の操作画面を介して行う。また、操作者は
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、測定後の分析結果を表示装置１０３上の操作画面により確認する。
【００３５】
　ここで、本実施の形態に係る血液凝固時間項目の分析動作について、図２、３、４、５
を用いて説明する。なお、下記の測定動作が実行される前に、操作者は、分析に必要な種
々のパラメータの設定や試薬、サンプルの登録を、表示装置１０３の操作画面を介して予
め行う。また、操作者は、測定後の分析結果を表示装置１０３上の操作画面により確認す
ることができる。
【００３６】
　まず、操作者はキーボード等の情報入力装置１０７を用いて各サンプルに対し検査項目
を依頼する。ここで各サンプルの測定シーケンスは検査項目の設定に応じて図２に従い決
定される。まず、第２試薬の設定の有無がないか確認し、無い場合は１試薬系のシーケン
スを実行する。１試薬系の分析項目例としては、プロトロンビン時間（ＰＴ）などがある
。第２試薬の設定が有る場合は、次にインキュベーションの設定があるか無いか確認する
。インキュベーションの設定が無い場合は２試薬系（インキュベーション無し）のシーケ
ンスを実行する。２試薬系（インキュベーション無し）の分析項目例としてはフィブリノ
ーゲン量（Ｆｂｇ）やＦｂｇおよびＰＴなどのキャリブレーションなどがある。インキュ
ベーションの設定が有る場合は、２試薬系（インキュベーション有り）のシーケンスが実
行される。２試薬系（インキュベーション有り）の分析項目例としては活性化部分トロン
ボプラスチン時間（ＡＰＴＴ）が挙げられる。
【００３７】
　初めに、１試薬系の項目のフローチャートを図３に示す。依頼された検査項目について
サンプルを分析するために、反応容器移送機構２３は反応容器（血液凝固分析用）２８を
反応容器供給部２５から第１の分注ポジション１８へ移送する（ｂ）。サンプル分注プロ
ーブ１２は分析パラメータに従ってサンプル容器２７から第１の分注ポジション１８に配
置された反応容器（血液凝固分析用）２８へ所定量のサンプルを分注する（ｃ）。このと
き、反応ディスク１３上に、サンプルが分注されない空の反応セル（生化学分析用）２６
が発生するように反応セルの使用を制御する。サンプルが分注された反応容器（血液凝固
分析用）２８は、反応容器移送機構２３によって第１の分注ポジション１８から血液凝固
時間検出部２１の反応ポート３０１へ移送され、所定の温度へ昇温される（ｄ）。
【００３８】
　第１試薬分注プローブ１７は、該当する検査項目の分析パラメータにしたがって、反応
ディスク１３上の前述のサンプルが分注されない空の反応セル（生化学分析用）２６に第
１試薬を分注する。反応ディスク１３には、図示しない恒温槽が設けられているため、反
応セル（生化学分析用）２６に分注された第１試薬は３７℃に温められる（ｉ）。
【００３９】
　その後、反応ディスク１３の回転によって第１試薬が分注された反応セル（生化学分析
用）２６は、血液凝固分注プローブ２０が吸引可能な位置まで移送される。反応ディスク
１３の回転軌道と血液凝固分注プローブ２０の軌道の交点に第１試薬が分注された反応セ
ル（生化学分析用）２６が移送されると、血液凝固分注プローブ２０は反応セル（生化学
分析用）２６に分注されている試薬を吸引する（ｊ）。血液凝固試薬分注プローブ２０は
試薬昇温機能を有しており、図示しない昇温機構により所定の温度に昇温した後、反応容
器（血液凝固分析用）２８に第１試薬を吐出する（ｅ）。血液凝固分注プローブ２０では
、先に反応容器（血液凝固分析用）２８に収容されているサンプルに対して、第１試薬を
吐出するときの勢いによって、反応容器（血液凝固分析用）２８内におけるサンプルと第
１試薬の混合を行う、吐出攪拌と呼ばれる撹拌を行う。
【００４０】
　第１試薬が吐出された時点から、反応容器（血液凝固分析用）２８に照射された光の透
過光または散乱光の測光が開始される。測光された透過光または散乱光は、Ａ／Ｄ変換器
（２）２０３により光量に比例した数値のデータに変換され、インターフェース１０１を
経由して、コンピュータ１０５に取り込まれる。反応終了後（ｆ）、この変換された数値
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を用い、血液凝固反応に要した時間（以下、単に血液凝固時間ということがある）を求め
る（ｇ）。
【００４１】
　その後、反応が終了した反応容器（血液凝固分析用）２８は反応容器移送機構２３によ
って反応容器廃棄部２４へ移送され、廃棄される（ｈ）。また、第１試薬吸引後の反応セ
ル（生化学分析用）２６には、第１試薬分注プローブ１７もしくは第２試薬分注プローブ
１４により洗浄水または洗剤が吐出され（ｋ）、その後、図示しない反応セル洗浄機構に
て洗浄される（ｌ）。
【００４２】
　続いて、２試薬系（インキュベーション無し）の項目のフローチャートを図４に示す。
ここでは、図３および上述した１試薬系のフローチャートと相違している部分のみを説明
する。なお、図３および上述した１試薬系フローで第１試薬と記載した箇所は、２試薬系
（インキュベーション無し）においては、第２試薬となる。
【００４３】
　サンプル分注プローブ１２が分析パラメータに従ってサンプル容器２７から第１の分注
ポジション１８に配置された反応容器（血液凝固分析用）２８へサンプルディスク１１上
のサンプル容器２７に入った所定量のサンプルを分注する（ｃ）。その後、サンプル分注
プローブ１２の軌道上１２ａに配置されている洗浄ポート（図示されていない）によって
サンプル分注プローブ１２を洗浄する。洗浄終了後、サンプル分注プローブ１２が分析パ
ラメータに従って試薬容器（血液凝固分析用）２９から第１の分注ポジション１８に配置
された反応容器（血液凝固分析用）２８へ所定量の第１試薬（希釈液など）を分注し、サ
ンプルと第１試薬を混合する（ｃ’）。なお、サンプルと第１試薬の分注順序は、この例
とは逆に、サンプルより希釈液の方が先であってもよい。
【００４４】
　続いて、２試薬系（インキュベーション有り）の項目のフローチャートを図５に示す。
サンプルはサンプル分注プローブ１２によって第２の分注ポジションに位置づけられた反
応ディスク１３上の反応セル（生化学分析用）２６に分注される（ｈ）。その後、サンプ
ルが分注された反応セル（生化学分析用）２６は、反応ディスク１３の回転により反応デ
ィスク１３の回転軌道と第１試薬分注プローブ１７の回転軌道の交点に移動する。移動し
た当該反応セル２６に第１試薬分注プローブ１７により第１試薬ディスク１５上に配置さ
れた第１試薬が吐出され（i）、図示しない攪拌機構によって、サンプルと試薬が混合さ
れる。反応ディスク１３には、図示しない恒温槽が設けられているため、反応セル（生化
学分析用）２６に分注されたサンプルと第１試薬の混合液は昇温される。さらに、既定の
サイクルを空けて反応ディスク１３上の別の反応セル２６に第１試薬分注プローブ１７に
より第２試薬が吐出され、第２試薬は反応ディスク１３に設けられた恒温槽により昇温が
開始される（ｊ）。
【００４５】
　反応容器（血液凝固分析用）２８が血液凝固分析部の血液凝固時間検出部２１に移送さ
れ（ｂ）、反応ディスク１３上の反応セル（生化学分析用）２６にて３７℃に昇温された
前記サンプルと第１試薬の混合液と前記第２試薬が、血液凝固試薬分注プローブ２０にて
それぞれ吸引され（ｋ～ｌ）、さらに血液凝固試薬分注プローブ２０に配置された昇温機
構（図示なし）により所定の温度に昇温（例えば４０℃）された後、血液凝固時間検出部
２１上の反応容器（血液凝固分析用）２８にそれぞれ吐出される（ｃ）。第２試薬が吐出
された後、血液凝固反応が開始する（ｄ）。反応終了後（ｅ）、凝固時間が算出され（ｆ
）、反応容器（血液凝固分析用）２８は反応容器廃棄部２４に廃棄される（ｇ）。なお、
サンプルと試薬の分注順序は、この例とは逆に、サンプルより試薬の方が先であってもよ
く、この場合はサンプルが吐出されたときの勢いによって、試薬との混合を行うことがで
きる。
【００４６】
　また、昇温されたサンプルと第１試薬の混合液または第２試薬が吸引された後の反応セ
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ル２６には、第１試薬分注プローブ１７または第２試薬分注プローブ１４により洗浄水ま
たは洗剤が吐出され（ｍ～ｎ）、その後、図示しない反応セル洗浄機構にて洗浄される（
ｏ）。
【００４７】
　なお、サンプルと希釈液が混合された反応セル（生化学分析用）２６が、反応ディスク
１３の回転によって移送され、第３の分注ポジションに位置づけられたタイミングで、サ
ンプル分注プローブ１２が混合液を吸引し、第２の分注ポジションに位置づけられた別の
反応セル（生化学分析用）２６に分注することもできる。これにより、サンプルの希釈率
を幅広く自由に設定することができる。
【００４８】
　上述した態様によれば、インキュベーションが不要な２試薬系（インキュベーション無
し）の分析項目は、サンプルと希釈液の混合に反応セル（生化学分析用）２６を使用しな
いため、生化学分析の処理能力の低下を防ぐことができる。また、従来の希釈液（上述し
た２試薬系（インキュベーション無し）の場合の第１試薬）を吐出するタイミングで、第
２試薬を吐出することができるため、待機時間を短縮することができ、血液凝固時間分析
の処理能力の向上に寄与する。
【００４９】
　また、一方で、インキュベーションが必要な２試薬系（インキュベーション有り）の分
析項目は、反応セル（生化学分析用）２６を使用することで、血液凝固時間検出部２１の
反応ポート３０１でインキュベーション時間を設ける必要が無く、反応ポート３０１を有
効に活用することができるため、血液凝固時間分析の処理能力の向上に寄与する。
【実施例２】
【００５０】
上述の第１の実施の形態では、２試薬系（インキュベーション無し）のシーケンスにおい
て、サンプル分注プローブ１２が反応容器（血液凝固分析用）２８へ所定量のサンプルを
分注した後、サンプル分注プローブ１２が反応容器（血液凝固分析用）２８へ所定量の第
１試薬（希釈液など）を分注し、サンプルと第１試薬を混合する構成について説明したが
、本実施の形態では、サンプル分注プローブが連続して、サンプルと第１試薬を吸引し、
吐出することもできる。
【００５１】
　本実施の形態に係るサンプル分注プローブの動作を以下に説明する。サンプル分注プロ
ーブ１２が分析パラメータに従ってサンプル容器２７からサンプルを吸引した後、空気を
吸引することでプローブ内に空気層を設け、その後、サンプル分注プローブ用洗浄槽でプ
ローブの外壁を洗浄し、サンプル分注プローブ１２が分析パラメータに従って試薬容器（
血液凝固分析用）２９から所定量の第１試薬（希釈液など）を吸引する。その後、反応容
器（血液凝固分析用）２８へサンプルおよび第１試薬を分注する。
【００５２】
　サンプル吸引後、サンプル分注プローブ用洗浄槽でプローブの外壁を洗浄することで、
プローブ外壁に付着したサンプルを洗い流すことができ、試薬容器（血液凝固分析用）２
９内の第１試薬にサンプルが混入することを防ぐことができる。
【００５３】
　サンプルを吸引した後、空気を吸引し空気層を設けることでプローブ内に保持されたサ
ンプルが、試薬容器（血液凝固分析用）２９内の第１試薬に混入することを防ぐことがで
きる。なお、空気の吸引タイミングは、サンプル吸引後、かつ第１試薬吸引前であれば良
く、プローブの洗浄の後であっても同様の効果が得られる。
【００５４】
　なお、サンプルと第１試薬の分注順序は、この例とは逆に、サンプルより第１試薬の方
が先であってもよい。この場合、第１試薬をはじめに吸引することで、サンプルがプロー
ブ内のシステム水で薄まることを防止するためのダミーサンプルを吸引することが不要と
なり、サンプルの消費を抑制することができる。
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【実施例３】
【００５５】
上述の第１の実施の形態では、２試薬系（インキュベーション無し）の測定シーケンスに
おいてサンプルと第１試薬（希釈液など）をサンプル分注プローブ１２で混合する構成に
ついて説明したが、本実施の形態では、第１試薬の代わりに、正常血漿を用いることがで
きる。この場合、サンプルである患者血漿と正常血漿をサンプル分注プローブ１２で混合
し、クロスミキシングテスト（血液凝固補正試験、または交差混合試験とも言う）の分析
が可能となる。また、正常血漿は試薬容器（血液凝固分析用）２９内に収容する他に、サ
ンプル容器２７内に収容し、サンプルディスク１１上に設置することもできる。なお、本
実施例においても第２の実施の形態と同様の構成を取ることができる。
【実施例４】
【００５６】
上述の第１の実施の形態では、２試薬系（インキュベーション無し）の測定シーケンスに
おいてサンプルと第１試薬（希釈液など）の２つの液をサンプル分注プローブ１２で混合
する構成について説明したが、本実施の形態では、サンプルと第１試薬の他に、凝固因子
欠乏血漿も加えた３つの液を分注することができる。
【００５７】
　この場合、サンプルである患者血漿と凝固因子欠乏血漿と希釈液をサンプル分注プロー
ブ１２で混合することで、凝固因子定量の分析が可能となる。この時、凝固因子欠乏血漿
は、第１試薬（希釈液など）を収容した試薬容器（血液凝固分析用）２９のとなりであっ
て、かつサンプル分注プローブ１２の軌道上１２ａに新たに凝固因子欠乏血漿を収容した
試薬容器（血液凝固分析用）２９を設置しても良いし、サンプル容器２７内に凝固因子欠
乏血漿を収容し、サンプルディスク１１上に設置してもよい。なお、本実施例においても
第２の実施の形態と同様の構成を取ることができる。
【実施例５】
【００５８】
　上述の第１の実施の形態では、各サンプルの測定シーケンスが検査項目の設定に応じて
制御部によって決定される構成について説明したが、本実施の形態では、検査項目の測定
シーケンスを操作者が任意に決定する場合について説明する。２試薬系（インキュベーシ
ョン有り）の検査項目であっても２試薬系（インキュベーション無し）の測定シーケンス
を選択できる。これによると、反応ポート３０１でインキュベーションをする必要がある
ため、反応ポート３０１が占領されるが、反応セル（生化学分析用）２６の使用を減らす
ことができるため、生化学分析の分析依頼数が血液凝固分析の分析依頼数に比して多い場
合は、効果的である。このとき、第２試薬はサンプルが分注されない空の反応セル（生化
学分析用）２６に第１試薬分注プローブ１７によって分注される。血液凝固分注プローブ
２０は反応セル（生化学分析用）２６に分注されている第２試薬を吸引し、血液凝固試薬
分注プローブ２０内で保持する。第２試薬を反応容器（血液凝固分析用）２８に吐出する
タイミングを任意に設定することで、インキュベーション時間を自由に設定できる。
【００５９】
　なお、本発明は上記した実施の形態に限定されるものではなく、様々な変形例が含まれ
る。例えば、上記した実施の形態は本発明を分かりやすく説明するために詳細に説明した
ものであり、必ずしも説明した全ての構成を備えるものに限定されるものではない。また
、ある実施の形態の構成の一部を他の実施の形態の構成に置き換えることが可能であり、
また、ある実施の形態の構成に他の実施の形態の構成を加えることも可能である。また、
各実施の形態構成の一部について、他の構成の追加・削除・置換をすることが可能である
。
【符号の説明】
【００６０】
１・・・自動分析装置
２・・・血液凝固時間分析ユニット



(11) JP 6745407 B2 2020.8.26

10

20

30

１１・・・サンプルディスク
１２・・・サンプル分注プローブ
１２ａ・・・サンプル分注プローブの軌道
１３・・・反応ディスク
１４・・・第２試薬分注プローブ
１５・・・第１試薬ディスク
１６・・・第２試薬ディスク
１７・・・第１試薬分注プローブ
１８・・・第１の分注ポジション
１９・・・光度計
２０・・・血液凝固試薬分注プローブ
２１・・・血液凝固時間検出部
２２・・・光学治具マガジン
２３・・・反応容器移送機構
２４・・・反応容器廃棄口
２５・・・反応容器供給部
２６・・・反応セル（生化学分析用）
２７・・・サンプル容器
２８・・・反応容器（血液凝固分析用）
２９・・・試薬容器（血液凝固分析用）
３０・・・試薬容器
３１・・・第２の分注ポジション
３２・・・第３の分注ポジション
１０１・・・インターフェース
１０２・・・外部出力メディア
１０３・・・表示装置
１０４・・・メモリ
１０５・・・コンピュータ
１０６・・・プリンタ
１０７・・・入力装置
２０１・・・サンプル分注制御部
２０２・・・移送機構制御部
２０３・・・Ａ／Ｄ変換器（２）
２０４・・・血液凝固試薬分注制御部
２０５・・・Ａ／Ｄ変換器（１）
２０６・・・試薬分注制御部（１）
２０７・・・試薬分注制御部（２）
３０１・・・反応ポート
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